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「心
こころ

からの親
しん

切
せつ

と奉
ほう

仕
し

を通
とお

して，そ
れを受

う

ける側
がわ

の人
ひと

との間
あいだ

に友
ゆう

情
じょう

が
生
う

まれます。」 

十
じゅう

二
に

使
し

徒
と

定
てい

員
いん

会
かい

会
かい

長
ちょう

代
だい

理
り

　 
M・ラッセル・バラード会

かい

長
ちょう

 
「愛

あい

ある奉
ほう

仕
し

を通
つう

じて喜
よろこ

びを見
み

いだす」 
『リアホナ』2011 年

ねん

5 月
がつ

号
ごう

，48

「うれしいわ」とヤング姉
し

妹
まい

が言
い

い
ました。「天

てん

のお父
とう

様
さま

も喜
よろこ

んでおられ
るわ。天

てん

のお父
とう

様
さま

はケートを愛
あい

してお
られて，ケートの気

き

分
ぶん

がよくなるように
望
のぞ

んでおられるのよ。わたしたちは天
てん

のお父
とう

様
さま

の助
たす

け手
て

になることがで
きるの。」
エリはケートに目

め

をやりました。
「君

きみ

もぼくを助
たす

けてくれている
んだよ」とケートに言

い

いました。
「君
きみ

が笑
わら

ってくれるときにね。」
ケートはにっこりと笑

わら

いま
した。
エリは教

きょう

会
かい

からの帰
かえ

り道
みち

，
夏
なつ

の晴
は

れた日
ひ

のサッカー場
じょう

のようにあたたかい気
き

持
も

ち
がしました。ボールを全

ぜん

部
ぶ

キャッチすることはできないかもし
れないけど，この手

て

で人
ひと

を助
たす

けるこ
とはできるんだ。●
筆
ひっ

者
しゃ

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

ユタ州
しゅう

在
ざい

住
じゅう

です。

F16 フ  レ  ン  ド

レベッカ・ライス・バーキン
（ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました。）

「わたしはふたつの手
て

がある　
それは……いろいろのこといた
します」（『子

こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』126）

ある土
ど

曜
よう

日
び

の朝
あさ

エリはゴール
内
ない

で身
み

をかがめて，ボール
にとびかかろうとしていました。
エリは飛

と

び上
あ

がったり飛
と

びこんだ
りして，ボールをネットに入

い

れない
ように最

さい

善
ぜん

をつくしましたが，そ
のむずかしいこと！そして試

し

合
あい

が
終
お

わる直
ちょく

前
ぜん

，ボールが手
て

をすりぬけて
しまいました。相

あい

手
て

のチームに点
てん

が入
はい

ってしまったのです。エ
リのチームは負

ま

けました。エリは悲
かな

しくてたまりませんでした。
次
つぎ

の日
ひ

，教
きょう

会
かい

で，エリは初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

のクラスにゆっくりと歩
ある

いて行
い

きました。まだ気
き

持
も

ちは晴
は

れません。
友
とも

達
だち

のケートが教
きょう

室
しつ

の外
そと

にいるのが見
み

えました。ケート
のお母

かあ

さんは，ケートのピンク色
いろ

の車
くるま

いすを教
きょう

室
しつ

の中
なか

にお
して行

い

きました。お母
かあ

さんは自
じ

分
ぶん

のクラスに行
い

く前
まえ

に，ケー
トをだきしめました。
「やあ，ケート」とエリは言

い

いました。
ケートは返

へん

事
じ

をしたり手
て

をふり返
かえ

したりはできませんでし
たが，いつもエリの目

め

をまっすぐ見
み

つめて，声
こえ

が聞
き

こえてい
ることをエリに知

し

らせました。
エリが「やあ」と言

い

うと，いつもならケートはにっこり笑
わら

っ
てくれましたが，今

きょう

日はちがいました。ケートは悲
かな

しいのか
な。エリは考

かんが

えました。ぼくにはその気
き

持
も

ちが分
わ

かるよ。
エリはまだ，相

あい

手
て

のチームが決
けっ

勝
しょう

点
てん

を決
き

めるのを止
と

められ
なかったことを悲

かな

しく思
おも

っていました。
エリがフアンとマケルのとなりにすわると，ヤング姉

し

妹
まい

がク
ラスを始

はじ

めました。すると，ケートがしくしく泣
な

き始
はじ

めまし
た。時

とき

々
どき

，ケートは体
からだ

のいたみのせいで，じっとすわってい
るのがつらいことがあります。

「ケート，今
きょ う

日はいたいの？」ヤン
グ姉

し

妹
まい

がたずねました。
ケートは泣

な

き出
だ

してしまいました。
「初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の歌
うた

が助
たす

けになるかも
しれないわ」とヤング姉

し

妹
まい

は言
い

いま
した。
クラスのみんなで歌

うた

い始
はじ

めまし
た。ケートは音

おん

楽
がく

が大
だい

好
す

きでした。
いつもは楽

たの

しそうな音
おと

を出
だ

しなが
ら一

いっ

緒
しょ

に歌
うた

います。でも今
きょ う

日は，
ケートは泣

な

いてばかりいます。
どうしたらケートの気

き

分
ぶん

がよくなるだろう？ エリは考
かんが

えました。
すると，いい考

かんが

えが思
おも

いうかびました。「そうだ！」
エリはヤング姉

し

妹
まい

に言
い

いました。「ケートの車
くるま

いすを
少
すこ

しだけおすね。」
エリは，ケートの機

き

嫌
げん

をよくさせたいときに，ケー
トのお母

かあ

さんが車
くるま

いすをやさしくおすのを見
み

たこ
とがありました。エリは急

いそ

いでケートの所
ところ

に行
い

き，
車
くるま

いすをゆっくりと前
ぜん

後
ご

にゆらし始
はじ

めました。
すると，ケートはなきやみました。
「次

つぎ

はぼくがやってもいい？」フアンがたずねま
した。
「ぼくも！」マケルも言

い

いました。
ヤング姉

し

妹
まい

がレッスンを教
おし

えている間
あいだ

，エリと
友
とも

達
だち

たちは，かわるがわるケートの車
くるま

いすをおしま
した。ケートは，ほほえみました。部

へ

屋
や

全
ぜん

体
たい

が前
まえ

より明
あか

るく感
かん

じられました。
クラスが終

お

わるころには，みんなが笑
え

顔
がお

に
なっていました。
「ケートを助

たす

けると，幸
しあわ

せな気
き

持
も

ちになる
よ」とエリは言

い

いました。

エリの助
た す

けの手
て

  イラスト／メリッサ・マンウィル


